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立教大学国際学術研究交流制度国際会議助成２０２５年度研究成果報告書（Ａ，Ｂ，Ｃ） 

１．  会議概要  

会 議 名  

和文  法学教育の国際化―非英語圏における英語による法学教育の挑戦  

欧文  Globalization of Legal Education: the Challenges of a Legal 

Education in English in Non-English Speaking Countries 

主    催  立教大学法学部  

共    催  末延国際ビジネス法講座、伯日比較法学会  

後    援   

開催責任者  
所属  法学部  

氏名  島村暁代  

運営事務局  
事務担当者  

氏名  島村暁代  

開催期間  2025 年 10 月 15 日 から 2025 年 10 月 18 日まで  

開催場所  立教大学池袋キャンパス 太刀川記念館 3 階  カンファレンスルーム他  

参加者数  

※１  

学内          8 名  

学外 国内から招聘   3 名 海外から招聘  8 名   １  ヵ国  

合計          19 名  

公開講演会等  

参加者数  

※２  

①  2025   年 10 月 15   日   116 名   9 ヵ国  

②  2025   年 10 月 16  日   40 名   4 ヵ国  

③  2025     年 10 月 17  日   41 名   4 ヵ国  

④  2025     年 10 月 18  日   30 名   4 ヵ国  

開  催  日  程  

 午前  午後  夜  

第 1 日  
10/15 

 開会宣言、セミナー 1
（法学教育の国際化）  

歓迎パーティ  

第 2 日  
10/16 

セミナー2（日本とブラジ

ルの大学における英語による

法学教育の現状と課題）  

グローバルコース授業

参観 1（3 科目を提供：科目

名は様式 4 に記載）  

 

第 3 日  
10/17 

セミナー3（英語による法

学教育の理論と実践）  
グローバルコース授業

参観 2（1 科目を提供：科目

名は様式 4 に記載）  

 

第 4 日  
10/18 

セミナー4（英語によるブ

ラジル法研究の個別報告）  
  

※  
3 

開催経費総額（C）  予算額   3,851,591 円                    執行額  2,861,301 円  
助成申請外資金総額（B） 予算額  89,991 円  執行額  89,991 円  
国際会議助成額（A）  予算額  3,761,600 円             執行額  2,771,310 円  

※1 参加者とは、会議において講演、パネラー、コメンテイター等の活動を伴う者をいう。 
※2 一般公開された講演会等に聴講の為に参加した者。講演者、パネラー等は除く。参加者名簿を添付すること。 
※3 (A)(B)(C)の金額は、様式５の金額と合わせること。 
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２．  会議開催趣旨概要  

 
３．  会議の成果概要・今後の展望等  

 本国際会議では、法学教育及び法学研究の国際化について理論面と技術面の両面で次

のような成果が得られた。すなわち、理論面では法学教育及び法学研究の国際化をめぐ

って「国際化＝英語化」とすることの是非について法学や言語学のみならず、政治学、国

際関係論、さらには法学教育史的な観点からも検討が必要と確認された。ブラジルでは

英語による教育・研究が文化的な支配につながるのではとの強い警戒感があるそうで独

自の観点といいうる。また、英語による国際化の進展以前には別の言語による国際化が

行われており、媒介となる言語には変遷がある点も指摘された。日本での法学教育も（今

なお重要性が薄れていないものの）かつてはよりフランス語やドイツ語が重視されてい

たが、現在では英語を媒介とする国際化が主流になりつつあり、こうした歴史的な変遷

を検討することの必要性や重要性が確認された。技術的な面では両国がともに大陸法系

の非英語圏であるが故に共通の課題を抱えること、また国際化の進展が各国の法学教育

や法曹養成制度、さらには法学部に属する学生のキャリアパスの展開に大きな影響を与

えることも明確になった。ブラジルでは主として法曹養成が目的であるため、学部レベ

ルで英語による国際化を進展させることは難しく、この点では日本の方が進めやすい環

境にあることが分かった。また、大学における国際化の取組みは特定の個人に依存した

偶発的な要素が少なからずある一方で、こうした個別のイニシアティブが制度的な英語

化の推進にも取り込まれる点も共有された。さらに私立大学の方が公立よりも進展しや

すい点は両国の共通点で、その意義を考察する必要性も確認された。  
本国際会議では各国の特徴を確認しつつ、非英語圏における「英語による」法学教育

の国際化が抱える課題が明確化され、法学教育の国際化をさらに進展させる上での理論

的な基盤が形成されたという意味で、大きな成果があった。  
また、本国際会議開催中（第 2 日目、第 3 日目）にはグローバルコースが提供するい

くつかの授業について参加者に参観の機会を提供したところ、参加希望者がいた第 2 日

目に授業参観を実施した。参観終了後には授業に関する意見交換も行われ、各人の今後

の授業展開の参考になり得る有益な機会となった。  

 

本国際会議は、非英語圏である日本とブラジルをとりあげ、両国の主要大学である立教

大学とサンパウロ大学、ジェトゥリオ・ヴァルガス財団大学、マッケンジー大学におい

て、学部における法学教育の中で英語科目の新設等による国際化がどれだけ進展している

かを確認した上で、今後大学間の連携による国際化の促進可能性を検討することを目的と

するものである。幹となる公開セミナーには、両国の研究者が意見交換し、課題を共有す

ることによって、法学部における英語科目の内容や位置付けを今後どうすべきか等、法学

教育の国際化をより一層進めていく上で、避けては通れない理論的な課題や技術的な課題

について話し合い、重要な示唆を得ることができるものであり、実践的な意義と学術的な

意義がある。  
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４．会議の構成  

（１）  学内参加者  

氏    名  所属・職名  会議における活動  内訳（学部・研究科） 
早川吉尚  
 
秋元奈穂子  
 
 
ディルトン・リベ
イロ  
 
グレゴリー・アシ
ュリー  
 
アンドリュー・ア
レン  
 
白水隆  
 
髙橋美加  
 
島村暁代  

法学部・教授  
 
法学部・准教授  
 
 
法学部・特任准
教授  
 
法学部・特任教
授  
 
法学部・特任准
教授  
 
法学部・教授  
 
法学部・教授  
 
法学部・教授  

講演・パネリスト  
 
実行委員・講演・パネリ
スト・閉会宣言  
 
講演・パネリスト・司会  
・実行委員  
 
司会  
 
 
司会  
 
 
パネリスト  
 
実行委員  
 
実行委員長・開会宣言  
 

法学部    8 名  
                         

           
計     8 名  

変更内容（氏名、不参加／追加の別）  
・不参加：幡野弘樹  
・追加：グレゴリー・アシュリー、アンドリュー・アレン、白水隆  
・役割追加：ディルトン・リベイロ（実行委員）  
 

 
（２）  学外参加者（国内、国外）  

氏      名  国名・所属・職名  会議における活動  内     訳  
溜箭将之  
 
 
ダニエル・マシャ
ド  
 
ロベルト・カラペ
ト  
 
Kazuo Watanabe 
 
 
Masato Ninomiya 
 
 
Antonio Rodrigo 
de Freitas Júnior 
 
Rafael Diniz Pucci 
 
 
Jorge Cavalcanti 
Boucinhas Filho 
 

日・東京大学・教
授  
 
日・学習院大学・
准教授  
 
日・名古屋大学・
講師  
 
伯・サンパウロ大
学・名誉教授  
 
伯・サンパウロ大
学・教授  
 
伯・サンパウロ大
学・教授  
 
伯・サンパウロ大
学・教授  
 
伯・マッケンジー
大学・教授  
 

講演・パネリスト  
 
 
講演・パネリスト・実行
委員  
 
講演・パネリスト  
 
 
開会宣言  
 
 
講演・パネリスト  
 
 
講演・パネリスト  
 
 
講演・パネリスト  
 
 
講演・パネリスト  
 
 

国名    人数  
日本      3 名

ブラジル   8 名  
 
 
           
計 2 ヵ国 11 名  



José  Garcez 
Ghirardi 
 
 
Bruno Takahashi 
 
 
 
Yuri Kuroda 
Nabeshima 

伯・ジェトゥリオ・
ヴァルガス財団大
学・教授  
 
伯・ブラジル連邦
共和国第 3 地区裁
判所・裁判官  
 
伯・デマレスト法
律事務所・弁護士  
 

講演・パネリスト  
 
 
 
講演・実行委員  
 
 
 
講演・実行委員  
 

変更内容（氏名、不参加／追加の別）  
・不参加：Alberto do Amaral Junior 
・追加：ロベルト・カラペト、José Garcez Ghirardi 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


